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「アルケミストの⼩部屋」の技術⼠⼀次試験・基礎科⽬・論理より集合問題 
 
技術⼠⼀次試験の問題は基礎的である。「基礎科⽬」と書かれている通りである。だが、論
理と名付けられた分野からの出題があるように、論理思考の再確認を⾏うには、その難易度
も適正で良い試験問題が多くある。 
 
その中より２題を、解答を含めてここに⽰す。 
 
まずは⼀般論として、⾼校で習った集合のエッセンスである。 
 
基本公式 

 
 
ベン図で表すと 

 



H２３年 １−２−３ 

 
 
この X と同じものを探す。 

 
 
① これは違う 
② 式を公式に従って変形する。これが答。 

 
③ これは違う 
④ 式を公式に従って変形する。これは違う。 

 
⑤ これは違う。 
 
H２５年 Ⅰ−２−４ 

 



図に書いて理解するというのが、こういう問題の常道でしょう。ということで図に書いてみ
ました。 
 

 
まずわかることは、ｒとｊの件数を⾜し合わせても１００を超えることはないということ
です。 
  ｋ ＋ ｊ ≦ １００ 
と⾔うことですね。ｋ ＋ ｊ は ⾯積では ｒ ＋ ｊ、記号に直せば ｒ Ｕ ｊ 
です。 
従って、求める ｋ の範囲は 
  ｋ ≦ １００ − ｊ ＝１００ − ５５ ＝４５ 
そして次が気が付きにくいのですが、 ｒ の領域に ｊ がすっぽり収まった時にも 
ｋ が存在します。 
この時の ｋ の値は、 ｒ − ｊ ＝ ６５ − ５５ ＝ １０ 
従って、 
  １０ ≦ ｋ ≦ ４５ 
となります。 
上の ４５ が得られた段階で５択は２択まで絞られますが、 １０ は気づきにくいと
思います。 
こんな問題が出題されたら、⾃信がない限り近づかないことです。１時間の間にこの⼿の問
題を１５問解かなければならない技術⼠第⼀次試験において、こんな選択をしている余裕
もないでしょうが。 
この問題を選んで思考の迷宮に陥ってしまうと時間のロスとなります。 


